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理
論

」

I—
Hatzlaff, 

*'Ttle 

theory of fJ:

rt)
e
c
o

 
日 petition

ご rp
h
i
i
a
d
e
l
p
E
a
,
1 ぬ

36.—

I

.
へ

' 

.
■
氣員
.
,

健三

.

*

 

\ 

.

-

 

-

..

「

英
國
人
に
取
つ
て
は
、
競
爭
と
い
ふ
こ
と
,

科
^
上
の
概
念
と
し
て
も
、眾
た
或
ひ
は
吾
々
の
社
會
生
活
の
一
特
徵
と
し
て
も
親 

し
み
深
い
も
の
は
な
い
と
い
つ
て
も
ょ
い
。
食
に
競
爭
と
い
ふ
事
實
は
吾
々
の
經
濟
的
活
動
の
大
部
分
を
包
括
し
、
吾
々
の
經
濟
理 

.
論
の
大
部
分
は
此
概
念
の
上
に
立
て
ら
れ
て
居
る
。
然
る
に
も
拘
ら
ず
、
競
爭
的
_
維
の
性
質
に
關
し
て
全
く
正
反
對
の
意
見
が
把 

ら
れ
て
居
り
且
つ
又
經
濟
學
盏
が
科
學
的
な
意
味
に
此
言
葉
を
定
_
す
る
爲
に
注
意
深
ぐ
試
み
て
居
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
を
吾
人
は
見

る
の
で
あ
る
。 

へ 

：

ハーバート

•
フ
ォ
ク
ス
ゥ
ェ
ル」

と
い
ふ
文
句
が
ラ
ッ
ラ
フ
の
费
箐
の
卷
頭
を
飾
つ
て
居
る
。
.彼
.の
：

「

自
由
競
部
の
；理
論」

を
漬
む
も
の
は
、
之
を
讀
み
終
つ
た
後
に
は
、 

彼
が
此
文
句
を
卷
頭
に
揭
げ
た
の
も
尤
も
至
極
だ
と
感
ず
る
に
相
違
な
い
。
ラ
ッ
ラ
フ
は
芷
に
文
字
通
'り
此
文
の
..眞
實
性
を
摘
出
す
る 

と
同
時
に
、
其
摘
出
後
の
賢
任
を
艰
た
す
こ
と
に
或
程
度
ま
で
成
功
し
た
。
と
い
ふ
の
は
、
つ
ま
り
彼
は
現
在
に
至
る
ま
で
の
：多
數
の 

英
國
經
濟
學
銮
の
自
由
競
带
な
る
言
葉
め
解
釋
が
如
何
に
多
岐
多
端
に
苴
る
も
の
で
ぁ
る
か
又
今
日
の
自
由
競
举
枇
評
家
の
多
く
が
、 

如
何
に
此
言
葉
を
誤
解
し
、
不
當
な
評
憤
を
下
し
て
居
る
か
を
説
明
し
た
の
で
あ
る
。
加
ふ
る
に
豐
富
な
引
用
や
周
到
な
考
證
は
此
書

ラ
ッ
ラ
フ
著「

自
由
競
，
の
理. 論

., 

亡
ニ1

(

四
七1)
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:の
慣
値
を
高
め
て
居
^

o
'_

:
惟
ふ
に
、
今
日
0經
濟
思
想
0
:ー；：方
0趨
勢
と
し
：て
、
自
由
競
：爭
の
弊
寄
が
實
に
辛
抱
に
堪
へ̂

今
に
も
大
變
革
を
蒙
り
、'社
#
ホ
；義
的
な
經
濟
組
織'が
間
近
に
出
現
す
る
で
あ
ら
う
ど
い.

4

欉
な
意
見
が
、
：
可
成b
汎
く
流
布
さ
れ
て 

居
る
。.然
か
も
斯
く
の
如
き
意
見
を
抱
懐
ず
石
人
々
の
或
者
は
、：'、そ
の
所
謂
る
資
本
主
義
的
社
會
に
於
け
る
茭
配
的
原
則
と
考
べ
ら
れ 

る
所
の
營
利
的
行
動
な
ヵ
自
由
競
爭
の
效
果.な
り
.に
就
て
、
其
眞
實
0意
義
を
-#
等
顧
み
る
こ
と
な
ぐ
、
寧
ろ
弊
履
の
：如
く
之
を
棄
て 

:
去
る
こ
と
を
好
ん
で
居
る
有
様
で
あ
る
。
斯
様
な
趨
勢
、
斯
機
な
見
解
は
、
經
濟
學
の
硏
究
の
爲
に

.は
餘
り
.喜
ば
し
い
こ
と
で
は
な
い0 

新
し
き
を
知
る
.に
は
古
き
を
温
ね
る
と'と
が
必
要
で
あ
.る
こ
ど
を
自
覺
せ
ね
ば
な
ら
ぬo 

:
而
し
て
ラ
ッ
'ラ
フ
の
著
書
は
、
實
に
浙
く
の 

如
き
輕
率
な
る
傾
向
一

一.:
般
に
對
す
る
.
1火»
鍾
た
る
.の
觀
が
あ
る
の
で
あ
る0
彼
が
此
著
書
の
結
論
.の
最
後
の
一
節
に
述
べ
て
居
る
次 

の
言
葉
は
、
其
所
以
を
.|
1
-
£
し
く
表
す
も
.の
と
見
て
.
.
ょ
..か
'&
う

0.
,
.
.
即

ち
0
>
,
、
、
.
.
.
：
..：
；
..

「

競
等
及
び
競
维
：秧
序
の
批
評
家
の
提
出.せ
る
今
日
雜
制
計
畫
の.中
に
、
來
し
.て
社
會
主
義
の
徹
底
的
な
拒
絶
が
包
含
さ
れ
て
居
ら
ぬ 

. 

か
何
う
か
と
い
ふ
疑
問
は
、
當
然
起
さ
れ
て
も
ょ
い
で
あ
ら
う
。
彼
等
批
評
家
は

『

經
濟
的
競
郇』

の
.秩
序
に
取
っ
て
結
極
何
：が
根
本
的

セ
あ
る
か
を
見
て
居
ら
ぬ
の
で
あ
ら
う
か
。

『
經
濟
的
競
爭』

の
秧
序
は
、
分
散
化
せ
る
團
體
的
形
態
の
競
郇
が
、
集
中
化
せ
る
聯
合
的 

形
式
の
競
爭
に
漸
次
激
し
く
移
行
す
る
に
連
れ
て
必
要
と
な
っ
て
來
た
所
の
稗
調
整
に
伴
ひ
、
益

t廣
範
圍
に
互
っ
て
政
府
の
側
の
漬 

極
的
行
励
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か%(
三
〇
ニ
頁)

獨
古
と
云
へ
ば
直
ち
に
競
维
•を
排
斥
す
る
も
の
と
考

 

'
へ
，、
銃
制
と
言
へ
ば
直
ぐ
.樣
社
會
主
義
的
な
經
濟
と
速
斷
す
る
所
の
一
部
批
評 

’ 

家
に
取
っ
て
は
、
ラ
ッ
ラ
フ
の
說
ぐ
樣
な
斯
ぐ
の
如
き
緖
論
は
.全
く
意
想
外
の
所
說
と
感
ず
る
で
あ
ら
う

0

此
書
は
其
論
旨
か
ら
見
て
四
っ
の
部
分
に
之
を
分
っ
こ
と
が
出
來
る
。
第
一
は
先
づ
問
題
の
敍
述
で
第
一
章
が
之
に
相
當
し
、
.第
二

か
^

は
自
由
競
^
又
は
經
濟
的
競
带
の
概
念
の
分
析
及
び
其
說
明
で
第
1
一
章
が
之
に
當
る
ネ
此
部
分
に
於
て
、
著
者
は
自
己
の
抱
懷
す
る
經 

濟
的
競
郇
の
正
し
い
解
釋
.を
主
張
す
る
。
本
書
中
最
も
興
味
あ
る
部
分
で
あ
る
。
第
三
部
は
主
と
し
て
英
國
經
濟
學
#
の
指
導
的
地
位 

に
あ
っ
た
人
叉
は
現
在
其
地
位
.に
あ
る
人
々
に
就
て
、
そ
れ
ぐ
競
爭
.の
意
_
を
批
刺
的
に
敍
述
し
、
.以
て
其
本
義
を
鮮
明
•な
ら
し
め 

ん
と
せ
る
部
分
で
、
第
三
•四
及
び
五
章
が
之
に
充
て
ら
れ
る
o
最
後
.の
；部
分
即
ち
第
六
.七
入
の
三
章
は
、英
國
の
近
代
の
經
濟
鹖
者 

又
は
社
會
思
想
家
に
就
い
て
、.
自
Ml
競
铆
を
制
限
せ
ん
と
す
る
目
論
見
が
奈
邊
に
往
る
か
を
指
摘
し
、
同
時
に
經
濟
競
爭
を
否
定
す
る 

彼
等
の
.所
說
の
矛
盾
を
曝
露
し
て
居
る
。
而
し
て
各
章
の
終
り
に
其
内
容
の
要
約
が
記
載
さ
れ
、
又
全
卷Q

最
後
に
全
體
の
結
論
と
し 

て
、
概
耍
に
相
當
す
る
も
の
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
次
に
人
體
之
に
從
っ
て
ラ
ッ
ラ
フ
の
要
皆
を
紹
介
し
ょ
0
0 

先
づ
問
題
と
し
て
提
出
さ
れ
る
も
の
は
、
自
由
競
#(

^
疼

0
0
1
1
^
&

.̂
0
1
1

)

の
意
味
で
.あ
る
0
從
來
此
言
葉
が
如
何
に
漠
然
且
つ
暖
味 

に
利
用
さ
れ
た
か
.は
、
之
の
代
川
語
叉
は
同
義
語
と
し
て
個
人
主
義(individualism)

と
か
自
由
放
任(

L
a
i
s
s
?
f
a
i
r
e
)

と

か

い

ふ
 

言
葉
が
使
用
さ
れ
て
來
た
の
を
見
て
も
ょ
く
判
る
o
.rr
様
な
誤
解
、混
用
は
、特
に
I

マ
ル
クK

派

た

る

と

所
謂
る
空
想
派
'た
る
と
を 

問
は
ず一

-

社
會
主
義
思
想
家
の
中
に
見
出
さ
れ
.る
の
で
あ
っ
て
、
其
爲
に
實
に
測
り
知
れ
ざ
る
程
莫
大
な
人
間
の
エ
ネ
ル
ギ
！
の
損 

失
が
在
っ
た
と
原
著
者
は
云
ふ
て
房
る
o 

:

さ
て
ラ
ッ
ラ
フ
は
競
举
に
關
す
る
從
來
の
解
釋
を
ば
次
の
如
き
範
疇
に
區
別
す
る
？
即
ち
競
•
を
ば
形
式
の
問
題
と
考
へ
る
も
の
と 

結
艰
の
問
題
と
す
る
も
の
と
で
あ
る
。
：前
者
は
相
競

f

す
る
單
位
の
數
な
り
火
さ
な
り
を
意
味
し
、
'後
者
は
此
等
の
單
位
の
活
動
か
ら 

坐
ず
る
所
の
滿
见
を
意
味
す
る
。
歷
史
上
此
附
者
を
區
別
し
、
後
者
に
經
濟
的
競
维
の
眞
意
義
を
認
め
た
も
の
は
殆
ど
無
い
。
ラ
ッ
ラ 

フ
は
リ
ー
フ
マ
ン
を
擧
げ
て
正
當
に
兩
者

•

混
同
の
誤
を
認
識
せ

.

る
も
の
と
述
べ
るo

 

g
l

じ
單
位
が
大
き
く
な
.る
と
か
共
數
が
減
る
な
ど 

と
い
ふ
こ
と
は
必
し
も
競
郇
の
效
來
に
影
響
す
る
も
の
で
も
な
く
、
又
競
爭
其
物
の
本
質
を
變
へ
る
と
は
限
ら
ぬ
か
ら
、
形
式
上
の
競 

ラ
ッ
ラ
フ
琴
自
由
競
爭
の
理
論」
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自
由
競
爭
.の
理
論
：
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一

三

四

(

四
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.

.
： 

爭
即
ち
經
濟
的
競
爭
と
解
す
る
.の
.ば
茁
し
く
な
い
の
で
あ
る
？

ラ
ッ
ラ
フ
は
競
带
に
就
て
贾
に
別
の
見
地
か
ら
區
別
を
行
ふ
0
即
ち
理
論
上
の
ー
つ
の
要
請
と
し
て
用
ひ
ら
れ
る
場
合
、
政
策
上
の 

一
つ
の
戒
#

と
し
て
說
か
れ
る
場
合
、
及
び
實
際
上
の
一
つ
の
制
度
と
し
て
見
ら
れ
る
場
合
郎
ち
之
で
あ
る
。
此
三
つ
の
場
合
を
そ
れ 

ぐ
區
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
出
は
、
即
ち
或T

つ
の
意
味
に
用
ひ
て
得
た
る
結
論
を
ば
、
直
ち
に
他
の
場
合
に
用
ひ
た
時
の
結
論
と
混 

同
し
た
り
し
て
競
ハ
♦

の
意
味
が
頗
る
暖
味
に
な
り
、
且
つ
：又
不
當
の
判
斷
が
屢
e

之
に
對
し
て
下
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
9 

「

第1

に
理
論
上
の
要
請
と
し
て
競
郇
の
概
念
を
利
用
す
る
こ
と
は
、觀
察
の
方
法
と
し
て
、
現
實
の
抽
象
の
爲
に
必
要
不
可
欠
の
手
段 

で.

あ
る
か
ら
、
別
に
之
を
否
む
理
由
は
な
い
が
、
唯
5
之
を
戒
律
ど
し
て
の
概
念
に
利
用
す
る
こ
と
を
避
げ
、
又
せ
ぬ
檨
に
注
意
せ
ね 

ば
な
ら
ぬ
。
此
注
意
を
怠
る
こ
と
は
、
现
論
と
政
策
と
を
.

混
同
す
る
原
因
と
な
る
の
で
あ
.

る
。
叉
競
爭
を
社
會
上
の
制
度
と
考
へ
る
こ 

と
は
、
瘇
ミ
坐
物
_

上
の
進
化
の
概
念
や
、
自
然
淘
汰
又
は
優
勝
劣
敗
等
の
譬
喩
を
聯
想
し
、
之
と
同
一
視
す
る
傾
が
あ
る
の
で
あ
つ 

て
、
之
又
競
部
の
眞
意
義
を
傅
ふ
る
爲
に
は
大
い
に
戒
心
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。 

.

ラ
ッ
ラ
フ
は
更
に
又
競
郇
を
ば
、
財
貨
の
生
産
、
交
換
、
分
配
及
び
消
費
の
經
濟
活
動
の
四
部
：_
に
分
け
て
論
じ
、
其
一
つ
ょ
り
得 

た
る
結
論
を
以
て
直
ち
に
佌
を
類
推
す
る
こ
と
の
誤
り
を
カ
說
す
る
'0 

所
で
ラ
ッ
ラ
フ
は
競
部
の
經
濟
學
上
の
眞
意
義
を
如
何
に
解
す
る
.か

.0
そ
れ
は
次
の
逋
0
で
；あ
.る
。

'
.

「

經
濟
的
意
味
の
競
爭
の
定
義
•は
科
學
.

の
一
般
的
目
的
と「
致
せ
ね
ば
な
.
.ら
ぬ
。
此
目
的
は
欲
望
の
滿
足
で
あ
る
。
生
產
要
素
の
移 

動
可
能
蚀(

日obilityy

は
滿
足
增
加
の
必
要
條
件
で
あ
る
。
故
に
栘
動
可
能
性
は
競
#

の
本
質
で
，あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
。

f̂f
i
l 

可
能
性
の
根
本
的
必
要
條
件
は
稀
少
性
、
功
利
、
}

f

義(

欲
望
の
最
大
滿
足
.

)

>
 

處
と
行
動
と
を
異
に
す
る
に
連
れ
て
現
在
並
に
將
來
に
於 

て
報
酬
の
上
に
生
ず
る
盖
異
に
關
す
る
完
全
な
.

る
知
識
、
坐
產
要
素
の
.

完
全
な
る
分
割
可
能
性
で
あ
り
、
ぬ
•
の
必
要
條
件
の
存
在
は

政
府
の
側
に
於
け
る
建
設
的
な
政
策
に
依
存
し
て
居
る
。
通
例
の
：信
仰
と
は
花
反
對
に
、
：經
濟
的
意
味
の
競
郇
は『

放
任』

政
策
に
依
っ 

て
普
及
ず
る
も
の
で
な
く
寧
ろ
統
制
の
計
*
に
依
っ
て
普
及
す
る
も
の
で
あ
るJ (

五
ニ
.頁)

と
。

'
-
-

；

ラ
ッ
ラ
フ
の
此
生
張
は
其
著
書
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
、
此
章
以
後S.

部
分
は
實
に
之
が
學
說
史
的
考
證
に
充
て
ら
れ
た
も
の
と
言 

っ
で
ょ
い
。
其
取
上
ぐ
る
人
物
に
は
•

英
國
冉
典
學
派
の
諸
名
士
例
へ
放
ス
ミ
ス
、
'リ
カ
ー

ド

、

マ
カ
ロ
ッ
ク
、
ジ
日
ン
•エ
ス

•
ミ

ル

、 

ケ
ア
ン
ズ
.

等
が
あ
り
、
更
に
近
代
に
下
っ
.

て
は
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ビ
グ
ー
を
姐
上
に
載
せ
、
又
飜
っ
て
、
犯
統
派
の
系
統
に
反
對
す
る
所 

の
英
國
ブ
土
ビ
ア
ン
社
會
主
義
者
や
ギ
ル
ド
社
會
主
義
若
を
捉
へ
て
之
に
批
判
の
メ
ス
を
下
し
て
居
る
。

：

.

彼
は
、
歷
史
上
の
諸
學
說
を
吟
味
す
る
に
當
っ
て
硏
究
者
が
常
に
戒
心
す
べ
^
事
項
と
し
て
一
，、
其
著
述
の
起
れ
る
時
の
經
濟
狀
態 

一r

其
の
當
時
の
.政
海
上
並
に
社
會
上
の
狀
態
、
及
び111 、

著
者
が
關
心
し
て
居
っ
た
當
の
間
題
の
蚀
質
の
三
っ
を
擧
げ
る
。
此
等
の 

&

情
を
綿
密
に
考
慮
し
て
初
め
て
原
著
^
の
意
味
す
る
所
の
眞
意
を
了
解
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
說
く
の
で
あ
る
。

彼
は
斯
様
な
見
地
の
下
に
ス
ミ
ス
、
リ
カ
ー
ド
、
，ミ
ル
興
他
の
ん
々
の「

自
由
競
爭
し
の
意
見
を
吟
味
批
判
す
る
。
而
し
て
彼
等
の
何
, 

れ
も
が
、
自
凼
競
部
を
ば
直
ち
に
政
府
の
無
干
涉
又
は
自
由
放
依
と
同
一
視
し
た
り
、
，又

競
#
の
制
限
を
排
斥
す
る
も
の
で
な
い
こ
と 

を
！a

富
な
引
.

用
に
依
つ
て
カ
說
す
る
。.

特
に
マ
ー
シ
ャ
ル
硏
究
の
爲
に
亂
け
ら
れ
た
る
一
章
は
頗
る
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。
彼
は 

云
ふ

、

•

マ
ー
シ
ャ
ル
の
ぃ
經
濟
學
に
は
貫
通
す
る
ニ
っ
の
原
則
が
あ
る
と
0

一
 

っ
は
繼
續
性(

c
o

n
t

i
n

u
i

t
y

)

の
原
則
、
今
一
っ
は
代
用 

(
s

u
b

s
t

i
t

u
t

i
o

n
)

の
原
則
で
あ
る
。
前
者
は
總
て
を
.

程
度
の
相
違
が
ら
乘
た
る
も
の
\

如
く
觀
察
し
、
截
然
た
る
區
別
を
施
：さ
ぬ
趣
旨
で 

あ
っ
て〜

，例
へ
ば
經̂

的
芷
常
的
な
.

行
爲
.

や
動
機
と
、
»

理
的
叉
は
愛
他
的
な
行
爲
や
動
機
と
の
間
、
或
は
又
長
期
の
問
題
と
短
期
の 

問
題
等
て
就
て
も
、

.
明

，確
な
區
.別
を
設
げ
や
ぅ
と
せ
ぬ
の
で
あ̂

:

。
代
用
の
原
則
は
特
に
ラ
ツ
ラ
フ
の
主
間
題
と
し
て
居
る
所
の
競̂
 

論
に
於
て
特
に
判
っ
き
り
と
現
れ
て
來
る
も
の
で
、
之
と
前
者
の
原
則
と
雨
々
相
俟
っ
て
經
濟
學
上
の
推
論
の
經
と
な
り
緯
と
な
り
、

ラ
.
ッ
ラ
フ
考
自

-

S

競
爭
の
理：

論
.

』

 

ニ
-

K

(

四
七
五)
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.

彼
の
經
濟
學
の

.一

つ
0

中
心
概
念
と
も
見
ら
：5

き
'
需
要

^

 

評 

M

し
く
彼
の
脾
論
を
說
く
贩
は

_

い
.

か
レ

*

被
自
身
の
言
葉
で
其
要
約
を
述

'

べ
る
な
ら
ば

>

 

次
：の
通
り

.

で
-

あ
‘

る
。

「
廣
汎
な
る
範
圍
に
亙
る
經
濟
的
硏
究
、
#

的̂
關
係
の
相
.瓦
侬
存
及
び
經
濟
的
現
象
0
銃
.I

が
マ
.丨
シ
ャ
ル
.

Q
：

經
濟
哲
學
の
顯
著
な 

'る
特
質
.で
.あ
る
。
競
爭
に
關
す
る
彼
の
推
1
1は
繼
續
性
の
：原

則

に

基

薇

を

置

く

、

否

な

之

と

二

致

し

，て
居
る
。
平

衡

は

即

ち

『

^
本
^

;

觀
念』

，で
あ
る
。
代
用
は
之
を
實
現
す
る
過
程
一
で
あ
る

P

.

'

'

現
在
の
競̂

の
.一
般
的
性
質
に
關
す
る
マ
1
シ
ャ
ル
の
見
解
を
理
解
す

'

る
爲
に
は
、『

經
濟
盼
自
由
し
と
か
ラ
企
業
の
自
由
し
と
か
い
ふ 

言
辭
の
内
包
の
.

方
が『
競
'
印』

と
い
ふ
言
葉
ー
の
內
容
ょ
り

.

は

：
ー
層
適
當
で

：

あ
る
こ
と
を
指
摘
.せ
ね
ば
な
..ら
ぬ

：
o
 

.併
し
.マ
ー
シ
ャ
レ
は
比
等 

o

言
葉
を
混
同
し
て
使
用
し
て
居
る
0:
罟
々
：の
現
代
の
經
濟
的
自
曲
：の
秧

m

ば
理
想
的
な
も
の
：で
は
：な
.

い
、
が
併
し
現
布
の
人
間
の
諸
. 

.

性
質
を
考
..へ
て
見
れ
ば
最
も
效
艰
の

：
多
い
も
の
で
あ
る
O

J

. ;
:

'

二

•'
'.

「

社
會
主
_
的
著
作
家
が
其
主
張
に
於
て
屢
^
誤
つ
て
居
る
點
は『

自
由
競
£

が
協
同
的
行
励
や
政
府
の
統
制
を
妨
げ
る
と
い
ふ
こ 

と
で
あ
る
？
之
は
マ

.

丨
シ
.ャ
'ル

の
見
解
に
反
對
で
あ
る
許
^：

で
な
く
、
.マ
.
1
シ
ャ
ル
は
尙
ほ
、
經
濟
的
自
由
の
：制
度
が
一
般
に
兩
者
を 

廣
い
範
_圍
'に
互
つ
て
要
求
し
、
特
に
後
者
即
ち(
政
府
の
統
制
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
說
明
し
て
焐
る
。」

‘

「

競
ハ
♦
を
效
艰
あ
ら
し
む
る
所
の
代
用
の
過
程
は
、
競
#'
-
又
は
代
用
が
売
全
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
な

い

o
幾

多

の

勢
力
の
爲
に

抵 

,

杭
さ
れ
な
が
ら
も
*
.競
爭
は
依
然
と
し
て
支
配
的
勢
力
で
あ
る」

と
0(

1
六
五
頁)

.

斯
く
の
如
ぐ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
に
在
つ
て
は
、
競
举
の
支
配
的
勢
力
が
.依
然
と
し
て
承
認
さ
れ
て
居
る
が
、
彼
'の
後
繼
者
と
言
は
れ
る 

ビ
グ
丨
に
於
て
も
、
此
根
本
思
想
に
は
變
り
が
な
い
と
思
は
れ
る
。
彼
の
代
表
的
大
著「：

厚
生
經
濟
學」

は
彼
の
所
謂
る
經
濟
的
福
祉
を 

如
何
な
る
場
合
に
增
加
し
得
る
か
と
い
ふ
條
件
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
其
中
，
自
由
競
^
に
關
す
る
議
論
に
、就
て
見
る
な
らrH 、

勿
論
競
举
の
問
題
は
彼
の
所
論
に
於
て®:
要

な

る

役

割

を

演

じ

て

居

る

_

.

.
自

由

競

爭

が

彼

の

所

謂

る

國

民

の

經

濟

的

福

祉

を

完 

全
に
替
大
す
る
七
は
考
へ
て
居
ら
ぬ
.様
で
あ
る
°
人
間
の
無
智
*
移

動

：の
：費

用

及

び

分

割

可

能

性

の

不

完

全

の

三

<>
は
競
爭
の
善
い
效 

果
を
妨
げ
る
主
要
.原
因
と
看
ら
れ
る
。
又
競
爭
が
獨
占
的
傾
向
に
影
響
さ
れ
.て
來
る
に
從
ひ
、
競
爭
の
效
梁
も
又
影
響
を
蒙
る
。
獨
占 

が
好
影
響
を
與
へ
る
場
合
も
あ
り
、
其
反
對
の
場
合
も
あ
る
。
國
民
的
福
祉
を
最
大
な
ら
し
め
ん
と
す
る
條
仰
の
此
等
の
不
完
全
性
の 

故
に
ビ
グ
ー
は
國
家
の
干
渉
、
公
團
體
の
支
配
を
認
め
て
居
る
様
で
あ
，る
O
I併
し
な
が
ら
此
等
の
干
渉
は
*
ビ
グ
ー
の
所
論
を
通
觀
す 

る
に
、
競
爭
的
秩
序
に
多
.大
の
變
化
を
及
ぼ
す
如
き
规
模
の
も
の
.で
は
な
く
、
寧
ろ
其
必
要
な
る
干
渉
に
就
て
も
餘
り
效
果
を
期
待
し 

て
居
ら
ぬ
も
の
、
如
く
で
あ
る
。

.

ラ
ツ
ヲ
.

フ•

は
次
に
英
國
社
會
主
義
者
の
一
群
を
前
期
と
後
期
と
に
分
け
て
批
判
す
る
。
前
期
に
於
て
，は
フ
‘
ビ
ア
ン
社
會
主
義
の
代 

表
者
と
し
て
シ
ド
1
ゥ
.

ェ
ッ
ブ
を
擧
げ
、.

後
期
に
於
て
は
0

6
<
*

1-
1
*

コ
ー
ル
ー
派
の
ギ
ル
ド
社
會
主
義
を
取
擧
げ
る
o

フ
チ
ビ
ア
ン
社
會
主
義
が
へ
ン
リ

1
•ジ
»
丨
ジ
、
力

1
ル
•
マ
ル
ク
ス
及
び
英
國
傳
來
の
自
由
主
義
的
合
理
主
義
や
民
主
々
義
の
合 

成
物
で
あ
る
と
い
ふ
ラ
ツ
ラ
フ
の
主
張
は
其
儘
認
办
て
よ
-い
で
あ
ら
ぅ
。

:

今
ゥ
ッ
.ブ
に
就
て
競
争
的
秧
序
に
關
す
る
議
論
を
取
つ
て
見
る
.

な
ら
ば
、

■「

現
在
の
競

^

的
個
人
主
義
は
全
て
の

^

圍
に

.

亙

つ

て

、
個

人

，
の

5 £
:

直
な

.

る
給
付
.の
稱
揚
に
役
立
つ
も
の
で
な
く
て
寧
ろ
個
人
の
利
益 

の

追

求

丨

即
I

の
生
産
で

'

な
く
し
て
財
の
獲
得
へ
の
ー
の
稱
揚
§

立
つ
も
の
で

I

。
当
 

或

は

又

'

.

「

今
で
は
經
濟
學
者
は
、
自
由
競
爭
と
土
地
並
に
資
本
の
私
有
の
下
に
於
て(

さ
.へ)

、
如
何
な
る
個
人
と
雖
も
彼
自
身
，の
勞
働
の
全
收 

管

f

 
く
f

 

f

 

l

l

 

て
f

。」(
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ラ
ッ
ラ
フ
著
っ
自
由
競
爭

-

の
理
諭

1-
'

1

三
八
，

ハ
四
，七
八>

"

と
言̂

て
居
る

d
 

'
、
/

斯
く
の
如
き
言
葉
は
明
か
に
マ
ル
ク
ス

.

主
義
的
獨
斷
と
思
は
れ
る
息
解
を
承
し
て
居
る
が
、
^;
は
ラ
ブ
ラ
フ
に
言
は
せ
れ
ば
明
白
に 

偏
見
な
の
で
あ
る
。
然
か
も
他
方
に
於
て
競
举
の
眞S

を
解
せ
ず
、
唯
誤
解
を
以
て
之
を
批
評
し
、
其
の
競
举
の
效
果
を
全
然
破
遠
し 

去
る
が
如
き
社

#

化
を
同
指
し
て
居
る
。
斯
様̂

傾
向
ゆ
、
併
し
フ
ェ
ビ
ァ
一
一
ズ

'

ム
の
近
年
の
綱
領
に
於
て
は
著
し
く
改
革
せ

' 

ら
れ
、

一
固
に
於
て
其
計
聲
は
人
爲
的
、
加
.エ
的
と
な
つ
て
實
施
不
可
能
を
思
は
せ
る
も
の
多
大
と
な
る
と
同
時
に
、
他
面
に
於
て
自
由
競
带 

.の
效
艰
を
期
待
す
る
が
•如
き
論
調
に
轉
換
し
て
來
て
居
を
と
ラ
ッ
ラ
フ
は
說
い
て
居
る
。

.

彼
は
ギ
ル
ド
社
會
主
義
を
ば
、
フ
ェ
ビ

T

-ー
 

ズ
ム
の
後
期
の
形
態
と
考
へ
る
。
此
主

®

は
前
者
の
樣
に
、

• :

一
切
の
物
の
公
有
並
に
公 

營
の
如
き
提
案
を
爲
さ
ず
、
坐
產
者
の
管
理
又
は
職
能
制
經
營
を
說
く
。
所
謂

.

る「

ギ
丨
ル
ド」

は
此
職
能
制
度
の
單
位
を
.爲
す
も
の
と
考 

へ
ら
れ
る
.0
此
ギ
ル
ド
社
#
主
義
は
旣
に
我
國
に
於
て
種
々
批
評
の
的
と
な
り
諸
々
の
欠
點
を
指
摘
さ
れ
來
た
つ
た
所
で
あ
る
が
、
ラ 

ッ
ラ
‘フ
も
亦
此
主
義
に
赞
成
し
な
い
9
或
ひ
は
ギ
ル
：ド
同
志

.

の
間
で
、
或
は
消

®

客
の
利
益
：に

.

對
す
る
適
應
性

.

に
.

於
て
、
或
は
事
業
の 

發
展
、
變
動
に
對
す
る
敏
感
性
に
於
て
種
々
欠
く
る
所
が
あ
り
、
推
稱
す
べ
き
政
策
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
？

.

ギ
ル
ド
社
會
主
義
者
以
.'外
に

、
，
自

由

競

爭

を

批

制

す

?>
1
群
0
現
代
英
國
の
批
評
家
と
し
て
產
業
の「

合
理
化」

を
生
張
す
る
人
々
が 

ラ
ッ
ラ
.フ
の
狃
上
：に
載
せ
.ら
れ
る
、
彼
等
の
主
張
の
.根
本
は「

國
家
は
政
策
を
支
配
せ
ね
ば
&
ら
ぬ
、
但
し
其
實
行
の
.爲
.に
自
ら
手
を 

下
す
事
を
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ」(

一

一
八
七
頁)

と
い
ふ
に
.在
る
。
此「

合
理
化」

の
.具
體
的
内
容
と
見
ら
れ
る
所
は
何
か
と
い
ふ
に
、其
一
つ 

は
失
業
解
消
案
で
あ
り
其
一
一
つ
は
國
埒
的
資
源
の
意

.識
的
開
發
及
び
投
資
の
.統
制
で
あ
る
0
ー
八
八
5

«
案
は
¥
門
的
な
八
ム
的
胄
員
者 

を
し
て
其
任
に
當
ら
せ
る
こ
と
に
在
る
の
で
あ
る
が
、
.詳
al
に
今
之
を
紹
介
す
る
餘
裕
は
な
い
が
、
ラ
ツ
ラ
フ
ば
.斯
様
な
提
案
に
對
し 

て
餘
り
期
待
を
掛
け
て
居
ら
ぬ
様
で
あ
る
。
.

之

.を
概
觀
す
る
に
、
初
期
の
'•フ

*ビ
ア
ン
社
會
主
義
は
、
生
產
手
段
の
、公
有
を
主

.張
し
て
來
た
の
が
、
今
日
で
は
明
ら
か
.に
變
化
し 

今
や
社
會Q

經
濟
生
活
の
公
的
義
丈
け
紫
望
と
な
っV

仕
舞
っ
た
。「

フ

ビ̂
ア
ン
主
義
や
ギ
ル
ド
主
義
か
ら
離
れ
、
現

存

響

に 

依
る
統
制
と
かr

社
會
的
議
會』

に
依
る
統
制
と
か
を
希
望
す
る
こ
と

.な
く
、
特
殊
の
分
化
せ

.る
公
的
當
局
の
協
力
に
依
っ
て
活
動
す
る

統
制
委
員
會
に
依
る
管
理
を
希
望
す
る
に
過
ぎ
な
い
。」 (

ニ
八
九
頁)

ラ
ッ
ラ
フ
は
此
處
に
於
て
結
論
を
下
し
て
日
く「

此s

は
結
局
、
少
く
と
も
差
當
っ
て
、
競
维
に
對
す
る一

攻
擊
手
段
と
し
て
社
會 

主
義
を
見
る
こ

|

放
棄
す
る
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
。
同
時
に
そ
れ
は
產
業
の『

合
理
化』

の
一
手
段
と
し
て
吾
々Q

公
益
團
體
の
行
爲
を

承
認
す
る
こ
と
で
あ
る」0

一
八
九
頁)

と
。

之
を
耍
す
る
に
、
ラ
ッ
ラ
フ
の
眞
意
は
、
今
日
の
經
濟
問
題
と
し
て
、
自
出
競
维
的
效
果
を
鉋
く
ま
で
紙
持
し
且
つ
實
現
せ
ん
こ 

と
を
期
待
す
る
所
に
在
る
。t

v
Q
S

は
社
會

、_
的
な

I
.ゆ
る
計
畫
經

S

S
条

、

一
國

S
濟
的
福
祉
の
爲
に
採
ら
ざ
る 

所
と
爲
し
て
居
る
檄
で
あ
る
。

吾
人
は
斯
く
の
如
き
主
張
に
對
し
て
何
等
異
義
を
挿
む
も
の
で
は
な
い
が
、
彼
の
.

說
く
白
由
,

其
廛
の
意
味
に
就
て
一

ー
丄
ニ
の
瞹 

昧
な
點
を
指
摘
し
た
い
。
世
ハ
一
っ
は
彼
の
い
ふ
生
産
要
素
の「

移
動
可
能
性」

の
意
義
で
I

。
財
貨
の
移
動
可
能
性
即
ち
自
由
競
银
の 

效
果
と
考
へ
て
居
る
が
、
之
は
少
し
く
疑
問
で
I
。
吾
人
は
寧
ろ
マ
丨
シ
ャ
ル
の
言
ふ「

代
用」(

n

f

〕

こ
そ
效
果
の
上
か 

ら
見
た
自
由
競
當
義
を
指
摘
す
f

Q
で
I

い
か
表
ふ
。
ラ
ッ
ラ
7
.毖
行
論
に
於
て
移
動
可
能
性
と
代
用
性
と
を
時
に
混 

同
し
て
居
る
様
な
場
合
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
又
競
部
の
概
念
を
ば
、
多
岐
多
端
に
分
類
し
て
居
る
こ
と
は
、
反
っ
て
混
圏
を 

增
す
沛
れ
が
あ
る
様
に
感
ぜ
ら
れ
.

る
こ
と
が
あ
る
。
例
へ
ば
競
雷
ば
.

四
重
の
關
係
-—

即
ち
使
用
主
相
互
間
、.

被
傭
者
相
互
間
、
使 

用
主
と
被
傭
者
間
、
生
産
f

消
費
^

丨

皇

る

が

如

き

、
又
消
費
上
、
生
産
上
、分
配
上
及
び
交
換
上
の
競
举
と
し
て
見
る
如
き
、

ラ
、ソ
ラ

.
i

l

l
競
爭
の

i
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そ
れ
で
^
る
。
吾
人
が
ラ
ッ
'ラ
：フ
の
書
を
通
讀
し
て
屢
た
迷
ふ
と

.ど
は
'
彼
が
如
何
な
各
意
味
に
.自

由

競

斬

を

用

ひ

、
て
；
居

る

.か
と
.い
ふ 

こ
と
で
あ
る
？
此
は
、
自
由
競
爭Q

本
皆
を
明
に
せ
ん
と
し
た
此
書
の
：目
的
か
ら
見
.
.て
1
:0
の
重
大
な
欠
陷
を
爲
す
も
の
で
あ
る
0

慶 

後
に
一
つ
惜
し
く
思
ふ
こ
.と
は
今
日
の
社
會
に
於
て
、
形
式
上
衰
ベ
た
.り
と
感
ぜ
ら
れ
る
自
由
競
爭
の
傾
向
に
、關
し
て
何
も
說
明
さ
れ 

て
居
ら
ぬ
，こ
と
で
あ
る
。
尤
も
彼
は
次
に
獨
占
的
競
爭
の
理
論
を
書
く
用
意
が
あ
る
と
.い
ふ
こ
と
を
述
べ
て
居
る
所
を
見
れ
ば
、
吾
人

此
書
に
就
い
て
、T

h
e

 E
co
n
o
m
i
c 

J
O
U
I

の
昨
年
十
二
月
號
.に
ラ
ー
ナ
ー
.と
い
ふ
人
が
批
評
を
載
せ
.て
居
る
が
、
之
は
又
頗
る 

惡
意
に
充
て
る
も
の
で
あ
る
.。
此
書
は
少
し
も
自
由
競
#
.の
意
味
を
明
瞭
に
し
て
居
ら
ず
、
著
者
.は
都
ム
ロ
の
好
い
意
味
に
之
を
使
用
し 

て
.其
論
旨
を
進
め
て
居
る
と
難
じ
、
又
醜
い
事
に
は
著
者
が
猶
太
人
で
あ
る
，と
.い
っ
て
輕
蔑
し
て
居
る
。

'

ラ
ー
ナ
ー
の
論
難
の
中
で
、
筆
激
の
興
味
を
惹
い
た
の
は
.左
.の
一
：節

で

あ

る

。

即
ち

.ラ
ー
ナ
ー
臼
く「

此
.著
の
幾
多
の
部
分
に
^
て
、 

S

耍
素Q

移
動
可
能
#
!が

黎

Q
『

本
質』
で
あ
る
と
な
す
假
定
は
.、
著
者
が
資
本
家
的
社
會
以
外
に
考
へ
る
こ
とQ

出
來
な
い
と
い
ふ 

其
無
能
t
示
す
か
、
或
は
又
、
各
種
生
產
要
素
が
、
其
內
例
必
然
性
か
ら
、
最
も
利
益
の
あ
る
所
へ
動
い
て
行
く
利
潤
追
求
物
で
あ
る 

と
な
す
以
外
に
考
へ
る
こ
と
の
出
來
ぬ
無
能
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
理
想
的
の
產
額
は
、
锻
大
量
の
.生
產
物
の
意
味
に
於
け
る
自
由 

競
'句
は
完
全
に
集
合
化
さ
れ
た
る
；

B

會
に
於
て
す
ら
目
的
と
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
*
し
斯
様
な
社
會
に
於
て
、
生
產
要
素
が
、
丁
度 

資
本
家
的
社
官
於
て
迅
置
っ

K

確
に
流
れ
る
様
に
、
蓮

高

■

力
を
發
輝
す
る
所
へ
何
-
u

tて

な

ら

ば

、
I

合 

に
は
、
恐
ら
く
何
等
の『

移
動
可
能
性』

な
く
し
て『

結
艰
P
上
か
見
た
.

』

自
由
競
维
が
あ
る
こ
と
に
爲
る
で
あ
ら
う
。」

と
。

此
批
評
は
ど
う
い
ふ
も
の
で
あ
ら
う
か
、
ラ
ッ
ラ
フ
が
資
本
制
的
社
會
を
想
定
し
、
利
潤
追
求
の
社
會
を
念
.頭
に
置
い
て
居
る
窜
は 

TK
に
其
通
り
で
あ
ら
う
。
が
併
，し
、

ラ

ー

ナ

ー

の

後

半

の

文

章

は

之

に
對
す
る
批
評
と
し
て
机
上
の
空
論
た
る
そ
し
り
を
免
れ
噚
ぬ
も

0
で
は
な
扒
ら
ぅ
か
°
坐
產
要
素
の
移
»
牲
が
無
く
し
て
1
如
何
に
し
て
其
最
大
生
產
カ
の
發
撖
が
可
能
で
あ
ら
ぅ
か
0
又 

一
ロ
に
い 

ふ
坐
產
カ
と
は
一
體
何
を
尺
度
に
し
て
測
宛
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ら
ぅ
か
。
財
產
の
.私
有
と
交
換
の
自
由
と
貨
幣
の
使
用
と
は
今
2!
の
吾 

人

の

經
濟
生
活
か
ら
之
を
切
離
し
て
考
へ
得
ら
れ
ぬ
も
？

は
な
か
t

か
。
然
り
と
す
れ
ば
、
如
何

に

_

的

企
業
が
集
合

化
さ
れ 

嫌
と
も
、
財
貨
の
移
励
性
や
、
代
用
性
に
^
慮
せ
ず
し
て『

何
ん
と
か
し
て
最
高
生
產
カ
の
發
撺
が
出
來
る』

と
は
、
實
際
問
題
と
し 

て
吾
人
の
想
像
し
得
ざ
る
所
で
あ
る
。

ラ
ッ
ラ
フ
著r

自
由
競
歌
の
理
論』

. 
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